






　この度100歳を迎えられた福﨑アサノ様のご家族様に

お母様のエピソードをつづっていただきました。

　雪深い新潟県十日町市に生まれました。
　学校卒業後、京都に行き機織りを覚えました。朝早くから
夜遅くまで働く仕事は、親に駄々をこねて行かせてもらった
にも関わらずホームシックにかかり、毎晩泣いて過ごすほ
ど、とても辛い仕事でした。
　数年後に新潟に戻り25歳で結婚。しかし、すぐに夫は出
征し、終戦一年後に帰国。その後は、昼は農作業、夜は機織りをする生活で3人の
子供を育てました。
　家で飼っている蚕に桑の葉を与え、まゆを出荷。機織りは残りのまゆで絹糸を紡ぎ
手織りをしていました。ある時からモーターの機織りに代わると１か月に十数本の反
物を織ることができるようになり、本数の多さは自慢でもありました。
　山の中の米農家は体にきつく、機織りの仕事は繊細で気を使います。冬の雪下ろし
も体力が必要でした。でも、これらを乗り越えてきたからこそ100歳を迎えることがで
きたのかなぁと思います。もちろん、辛いことばかりではなかったです。北海道や九
州へ旅行に行ったことも良い思い出です。
　90歳の時に夫が他界し、ひとりで屋根に登り、雪下ろしをするのは危ないと91歳
の時に娘の住む東京に連れてこられました。娘婿さんや孫たちが温かく迎えてくれま
した。ひとりの生活から大勢の生活になり、とても楽しかったです。
　２年半前にホームに来てからも皆さんに良くしていただいて本当に感謝です。あり
がとネ！

　末廣ふさ江様ご長女の歌代隆枝様にお母様につ

いてお話を伺いました。

　私は父の出征中に生まれたので、元気にしっか
り育つようにと父の名前から一文字「隆」を取っ
たと聞いています。人からは、女の子にはあまり
使わない字とよく言われます。
　母は静岡の商家で7人兄弟の4番目として生まれ育ち、女学校を卒業したそうで
す。よく一里の道を歩いて通ったと言っていました。
　父の実家も静岡ですが、東京でお茶屋をしていたので、母はそこで少し手伝いを
したようです。店で遊んだ記憶はお茶の香りとともに残っています。本来母は身体
が弱かったので、東京に来てからは、洋服を縫ったり、庭の手入れをしたりと専業
主婦として家で過ごすことが多かったです。休日に遊園地やデパートに連れて行っ
てくれるのは父で、父が生地を選んで、母が三姉妹の服をせっせと縫ってくれまし
た。洋裁の基礎は母に習いました。春と夏には家族旅行に連れ出しましたが、母は「私
は田舎者だから」というのが口癖で、家で過ごすことを好みました。私の会社に書
類を届けてもらうことがあったのですが、電車の乗り換えや道順を一つひとつ教え
なければ、たどり着けなかった母でした。
　私と次女が嫁ぎ、末の妹と長年暮らした母ですが、突然妹が亡くなり、私が母を
看ることになりました。子を亡くすということは、親にとっては一番辛く、切ない
ことでしょう。毎年、父と妹の眠る鎌倉へ母を連れて墓参りに行っていますが、こ
こ数年は大変になって来ました。
　悲しみや苦しみを乗り越えた母が残された時間を穏やかに、自然に、母らしくゆ
ったりと過ごして欲しいと願うばかりです。

　100歳のお祝いを受けられた曽根アヤ様にお話

を伺いました。

　曽根様は北海道日高郡のご出身で、3人兄弟の
長女として生まれました。
　子どもの頃の思い出は手づくりのお手玉で、小豆
の中に鈴を入れるといい音が出て楽しく遊べたそう
です。お父さんが早くに亡くなられてからは、随分と苦労され磁石で古釘を集め、そ
れを売って生活費に充てたり、弟を東京の大学に行かせるため郵便局の交換手をさ
れるなど家族のためにさまざまな仕事をされました。
　結婚のため上京したときは旦那さんの顔もわからず、お姑さんとの同居生活も不安
で泣きながら故郷を後にしたとか。その不安が的中したのかお姑さんはとても厳しい
方で、結婚して3日目より働くようにと言われ、家事の傍ら和裁をしました。また、近
所の会社に勤めたときはお姑さんから「お昼ご飯は家でとるように」とお達しが出ま
した。ご飯を食べ終わり会社に戻るまでの時間に、家でひと仕事ができるという理由
からです。「本当は同僚とおしゃべりをしながらお弁当を食べたかった」と当時のこと
を思い出して話されました。
　子育て中にも苦労はあったようですが、どんな子どもにも優しく見守り続けたとこ
ろ、道にそれることなく立派に成長したとのことです。その優しさはどこからくるので
すか、と伺ったところ「苦労してきたから、人に優しくできるんだよ」と照れながら答
えてくれました。最後に100歳を迎えた感想を伺うと、「母親は104歳で亡くなったの
で、それを超えるまで生きるのが目標よ」と仰っていました。いつまでもお元気でい
てくださいね。

　いつも面会にいらしているご長男様にお話を伺
いました。

　父は戦後に豊町に引っ越してきて、プレス業を
始めました。運がいいのか、朝鮮特需もあり商売
はうまくいっていたようです。起業したプレス業
が軌道に乗ると、岩手県や宮城県に、集団就職の
募集をしに行っていました。多い時には家に８人くらい住み込みで雇っていて、小
さかった私の遊び相手になってくれました。
　40歳くらいになると「おいらく山岳会」のリーダーとなり、週末のほとんどは
日本中の山巡りに勤しみ、お正月も初日の出を見に行ってました。そんな父から、
高校１年の時に「夏休みにヨーロッパに行ってみないか」と誘われ、北欧からドイ
ツやギリシャを通ってエジプトに行きました。当時は海外旅行が気軽に行ける時代
ではなく、ヨーロッパに行ったことのある友達はいなかったので、ありがたく、楽
しかった思い出です。
　山登りがだんだんきつくなった70歳の頃からは、世界中のあちこちを旅するよ
うになりました。カナダ、ヨーロッパ、エジプト、ニュージーランド、オーストラ
リア、台湾など、多い時には年に２回も行っていました。韓国では朝鮮人参を買っ
てきて朝鮮人参酒を造り、寝酒の一杯をショットグラスで嗜んでいました。父は「こ
れを飲んでいるから心臓が強いんだ。俺はなかなか死なないかもしれないぞ」と言
っていたのが印象的です。家には父親特製の朝鮮人参酒があと６本あり、中には８
年物もあるので売ったらいい値がつくかも？　と妻と話しています（笑）。
　父は来年の２月で100歳になります。祖母も100歳まで生きたことを思うと長寿
の家系なのかもしれませんね。

成　幸
（定員 80）

戸越台
（定員 72）

荏　原
（定員120）

平塚橋
（定員100）

米寿(88歳) 卒寿(90歳) 白寿(99歳) 新百歳 百歳以上

４　　　９　　　３　　　２　　　５

８　　　２　　　４　　　２　　　８

９　　　７　　　５　　　４　　　６

９　　　９　　　４　　　２　　　２

特集

成幸ホーム

戸越台ホーム

荏原ホーム

平塚橋ホーム 北村 弘 様（９９歳）

曽根 アヤ 様（１００歳）福﨑 アサノ 様（１００歳）

末廣 ふさ江 様（１００歳）

　三徳会の４つの特養ホームでは９月９日に敬老
式典を行い、「米寿」、「卒寿」、「白寿」、「百歳」、「百歳
以上」のご利用者をお祝いしました。
　ご家族もご参加いただき、様々な人生を送って
来られた皆さまへの敬意と感謝の気持ちに包まれて
いました。
　今回、お祝いの方々の中から各施設おひとりず
つに、今までの人生の思い出などについてお話を
うかがいました。

※各施設のお祝いの方々の人数は表のとおりです。








	1
	2
	3
	4_5
	6
	7
	8

